
2週間以降の論文が Aiello論文しか無いことで、 Aiello だけで subtotal
2週間と 2週間以降(3週目〜6週目)と期間の長さ違うので、2週間以降は weight が大
Aiello 2010 は比較的、前半が悪く、後半がよい
Aiello 2012 は比較的、前半がよく、後半が悪い
前半と後半をそれぞれ組合せることで、有効性を捻出

図 3-10-3: Li2022 はどういう操作をしているのか


